





Activity report of the 51st Japanese Antarctic Research
Expedition wintering party in 2010‒2011
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（2011年 12月 27日受付；2012年 1月 30日受理）
　Abstract:　This report outlines the activities of the 51st Japanese Antarctic Research 
Expedition (JARE-51) wintering party, over the period from 1st February 2010 to 31st 
January 2011.　The party, with 28 members, has successfully conducted the final-year 
project of the 7th four-year plan of JARE.　The research expedition framework of the 
JARE-51 wintering party consisted of three routine observation programs (ionosphere, 
meteorology and tide), several project researches, and monitoring research observation 
programs in upper atmospheric physics, atmospheric sciences and glaciology, geophysics, 
biology and environmental monitoring studies using satellite.　In addition to many 
continuing works to maintain the Syowa Station, several new logistical activities also 
conducted, such as application of new cargo system using 12-ft containers and the 
construction of a large building named “Shizen-enerugî-tô (Natural energy building)”.　As 
scientifi c outreach activities, classes to Japanese elementary, junior high and high schools 
were conducted, and information of the JARE activities and natural beauty of Antarctica 
were delivered through the satellite TV-conference system from Syowa Station, too.　In 
spite of experiencing the worst two summers due to heavy snow and wind, 132 missions of 
researches and logistics were tried to carry out during the period.
　要旨:　第 51次日本南極地域観測越冬隊 28名は，2010年 2月 1日から翌 2011
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1．　は じ め に
　第 51次南極地域観測隊は，2005年 11月の第 127回南極地域観測統合推進本部総会で決
定された「南極地域観測第Ⅶ期計画（南極地域観測統合推進本部，2005）」を基本に，その









Table 1.  Research program of the JARE-51 wintering party.
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表 2　第 51次日本南極地域観測隊設営計画概要






































































　表 3に第 51次越冬隊員名簿を，表 4に越冬隊員が担当した観測・設営項目一覧を示す．
越冬隊員は，越冬隊長工藤　栄以下総勢 28名で構成され，その内訳は観測系隊員 10名（定
常観測 6名，研究観測 4名，うち 2名が女性隊員），設営隊員 17名であった．出発時の平均
年齢は 38歳であった．それぞれの隊員は複数の観測・設営活動を担当し，越冬期間中の項
目数は，自己点検調書として作成した 132項目であった．
表 3　第 51次日本南極地域観測越冬隊員名簿（2009年 11月現在）



















































Table 4.  Missions conducted by the JARE-51 wintering party.
212 工藤　栄
表 4　続き
Table 4.  Continued.
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表 4　続き





































Fig. 2.  Areas of no trespassing (purple-shaded areas); free access (Area-A, green); free access during 
summer, but necessary to communicate with Syowa Radio Station during the wintering period 























た．2月 28日の時点で再凍結したパドルの表面は 20‒30 cmの固い氷の層となった．目視で
表 6　レスキューリーダー訓練内容








Table 7.  Curriculums for fi eld safety activities in Antarctica during the JARE-51 wintering period.
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図 3　越冬期間中の（a）旬別平均気温，（b）旬別平均風速，（c）旬合計日照時間
Fig. 3.  (a) Ten-day mean variations in air temperature, (b) 10-day mean variations in 









したところ，ルート上の海氷厚は 3月中旬までに 50 cmを上回り，底なしパドル域の氷厚は















































































































































電子密度高度分布やその変動を観測した．通常は 15分に 1回（毎時 1，16，31，46分），所要
時間 30秒（送受信時間は 17秒），30 mデルタループアンテナにより 1 MHz～30 MHzのパ
ルス変調波を掃引して観測される．観測データは随時，衛星回線を介して日本へ伝送した．
5.1.2.　電離層観測【T1_03】
　パルスドチャープ（Frequency Modulated Interrupted Continuous Wave, FM/CW）方式の電離






8素子八木 5本，受信 3素子八木 16本の 2系統を使用し，観測データは記録計計算機（PC）

























　40 mデルタアンテナ建設候補地の調査及び建設作業支援として 2011年 1月，建設候補地
の調査を行った．
（3）　その他





　第 51次隊は 2010年 12月 17日に昭和基地入りした後，2月 1日に第 50次隊から観測を





























































極成層圏雲（PSCs）発達期の 7月 18日，消滅期の 10月 11日であった．
5.4.2.　無人磁力計ネットワーク観測（沿岸）【GS-1_02】及び（内陸）【GS-1_03】
　2010年 2月 5日，インホブデに NIPRモデルの観測器を新設した．設置場所は緯度：69°
51′53″S, 経度：37°6′54″Eである．設置当初は順調に稼動していたが，同年 3月 25日に日本
へのデータ転送が停止した．2011年 2月 2日に観測器の CFメモリを回収したが，データの
読み出しが不可能な状態であった．CFメモリに何らかの不具合が発生したと考えられる．
スカーレンについては順調に観測を継続した．2010年 10月 12日と 2011年 1月 14日に点
検を実施し，異常がないことを確認した．アムンゼン湾についても順調に観測を継続した．
第 51次隊夏隊員により 2010年 2月 16日に点検が実施され，ステーの緩みを解消した．セー
ル・ロンダーネ山地についてはベルギー観測隊に保守点検を委託し，順調に観測を継続した．





















　全天 TVカメラ観測を 3月 11日に開始し，10月 10日までの合計 126晩実施した．この
ほか簡易型白黒ビデオカメラによる観測を 2月 22日に開始し，10月 14日までの合計 214
晩実施した．なお，共役点イメージャはシャッター破損のため，第 51次隊では実施できなかっ
た．大気光イメージャは 2月 22日～10月 14日まで，合計 214晩の観測を実施した．カラー
デジタルカメラによる観測は，2月 8日にカメラ本体（NIKON D-700）を交換し，2月 12‒
21日まで予備観測を実施した．また，2月 21日に白濁したレンズを予備レンズと交換し，
第 50次隊より問題になっていた白リングが写り込む問題を解消した．プロトンオーロライ
メージャ観測は，5月 16日に観測を開始し，10月 14日まで合計 139晩の観測を実施した．
5.4.5.　MFレーダー観測【GS-1_10】












タ転送されるようになった．さらに，データ収録 PC異常のため 11月 22日 2128 UTC～23日
0638 UTCの間のデータが欠測した．PCを再起動後，正常に動作するようになった．
5.4.7.　大気電場観測【GS-1_12】






を 25 μmとして 2月 22日に観測を開始し，10月 14日までの合計 213晩実施した．観測期
間途中からは，観測用 PCのリモートコントロールにより観測の開始と監視を行うようにし
た．結露防止用のサーモスタットヒーターは，全観測期間を通じて常時ONとした．観測デー











　越冬期間内の 2010年 2月から 2011年 1月まで，計画した 688パスから全欠測，受信中止／
不可の 91件を除いた 577件のデータを受信し，そのうち 541パスが正常受信，36パスが一
部欠測であった．なお，運用仰角は 20‒83度とした．
5.4.11.　ライダー・ミリ波観測準備作業【GS-1_17】







































間中 5回，復路「しらせ」船上 1回と合計で 7回行った．出国前調査は先遣隊の都合から
2009年 10月 27日と 11月 9日に分けて実施した．越冬期間中の調査は，2010年 3月 12日，
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5名，設営系 9名であった．調査は 1回の調査を 1週間連続して行い，1年間で 4回実施した．
調査期間は，1回目が 4月 7‒13日，2回目が 7月 6‒12日，3回目が 10月 18‒24日，4回目










































































　S16にある 36本雪尺網の雪尺高の測定は，2010年 5月 7日及び 2010年 12月 5日に実施
























次隊との引き継ぎを兼ねて実施した 2010年 2月 3日を始めとし，2月 9日，2月 10日に観





























験観測を目的として，3月 19日に西の浦に GPSブイを設置した．10月 19日にオングルカ
ルベン北側へ移設し，12月 16日まで観測を実施した．10月 19日の設置場所は積雪が多く，
ブイ本体が何度も埋まってしまったため，12月 8日に近くの裸氷ポイントへ移設した．そ








































































































Fig. 4.  Route map around Syowa Station during the JARE-51 wintering period. 
Routes giving access to observation points on islands and the Antarctic 





の 1月 31日，クーラー冷却水の温度上昇により「発電機中故障」が発報した．100 kL水槽








































　第 40次隊より開始された S165L-UT×300 kVA（240 kW）2台による電力供給を第 51次隊
でも継続して実施し，年間を通じて安定した電力を供給した（図 5）．最大使用電力量は第
50次隊（204 kW）と比較して 212 kWと，8 kW増しとなった．昭和基地の設備も年々増加
傾向にあり，基地の電力設備や機器について見直す必要があると考える．第 51次隊において，








Fig. 5.  Temporal trends in electric power consumption (monthly mean and 

























　年間を通して，130 kL槽の雪入れは水位目盛 110 kLを上限とし，必要に応じて実施した．造
水量は上水として，平均 3385 L/日，最大は 1月の 3993 L/日，最少は 9月の 2838 L/日であっ





















　2010年 2‒5月にかけて第 50次隊引き継ぎ後の清掃を実施し，2010年 10月～2011年 1月









































































　見晴らし岩貯油所は，第 49次隊より 100 kL金属タンク 10基，50 kL金属タンク 2基，200 
kLターポリンタンク 1基，60 kL FRPタンク 1基の構成となっており，100 kL金属タンク②
③④⑤⑦⑧⑨をW軽油用，100 kL金属タンク①⑥⑩を JP-5用として使用した．昭和基地貯
油所は，25 kL金属タンク 2基，20 kL金属タンク 3基，20 kL FRPタンク 1基の構成で，25 kL








　第 51次隊では，発電機エンジン用及び車両用燃料としてW軽油を 450 kL, 暖房用燃料と
して JP-5を 150 kL, 計 600 kLのバルク燃料を昭和基地に搬入した．このほかに南極低温燃
料をリキッドコンテナ 24基及びドラム缶 308本，DROMLAN及び観測隊ヘリコプター用航


















　VHF無線機については，交換したものが 1台（SM115：なんきょく 114→なんきょく 59）と，
周辺機器の修理が 1台あっただけで，その他の車両については問題なく使用できた．UHF












































































































































































































































Table 8.  List of articles submitted to various media (newspapers, books, etc.) during the JARE-51 
wintering period.
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表 9　第 51次越冬期間中に実施した TV会議システム接続での情報提供（接続試験を除く）
Table 9.  List of scientifi c outreach programs delivered by a TV-conferencing system from Syowa Station 
during the JARE-51 wintering period.
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表 9　続き






























9．　お わ り に
　第 48次隊以降，大規模な海氷流出のないリュツオ・ホルム湾で厚さを増した海氷と積雪
の影響により新「しらせ」の接岸までに日数を要し，いくつかの夏期作業項目が実施不可能
となった中で開始された第 51次観測であったが，第 50次越冬隊・第 51次夏隊と共に協力し，
最大限の努力でこの夏期間を乗り切った実績とチームワークが，その後の越冬活動の大きな
自信となった．越冬期間中に 2件の骨折事故が生じたが，事故への迅速なる対処及び救助活
動，また，負傷した隊員の治療期間中の作業分担などが，結果として越冬隊員の仲間の絆を
一層深めることとなった．負傷した隊員は越冬期間中にいずれも快癒し，その後，隊として
取り組んだ活動を積極的に実施し，最終的に 28名全員が越冬活動を全うすることができた．
新たな取り組みであるコンテナ輸送に伴って生じたいくつもの困難，また，初夏の豪雪に加
え，観測史上最低となった短い日照時間により雪解けが進まない夏にもくじけずに，これら
を克服できたのは，総員が知恵を出しあって協力し，献身的な努力をした賜物である．
　第 51次隊の準備段階から越冬隊の帰国まで，あらゆる段階でご支援いただいた文部科学
省南極地域観測統合推進本部，防衛省海上幕僚監部南極観測支援班，国立極地研究所の皆様，
南極の現場で絶大な支援をいただいた小梅・中藤両艦長以下 170余名の「しらせ」乗員の皆
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様，隊員を派遣してくださった関係機関・企業の皆様，そして隊員を温かく送り出し見守っ
てくださった家族の皆様に，心より感謝するとともに厚くお礼申し上げます．
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